
文化ホール、44年の歴史とともに新たな時代へ
‐~|

‐２
万
市
民
の
力
が
結
集
し
て
創
る

習
志
野
市
民
の
大
き
な
文
化
遺
産

１
９
７
８

（昭
和
５３
）
年
１２
月
２
日

（木
）
に
習
志
野
文
化
ホ
ー
ル
は
誕
生
し
ま
し
た
。
当
時
の
広
報
習
志
野
を
見
る
と
、
「
す
べ

て
の
市
民
が
自
由
に
参
加
で
き
る
文
化
の
広
場
を
創
造
し
た
い
」
こ
う
し
た
願
い
が
、
文
化
ホ
ー
ル
建
設
の
夢
を
生
み
、
そ
し
て
正
に

こ
こ
に
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
』
と
あ
り
ま
す
。

‐２
月
２‐
日
か
ら
翌
年
１
月
２８
日
ま
で
記
念
行
事
と
し
て
演
奏
会
、
民
謡
、
テ
レ
ビ
の
公
開
録
画
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と

き
ス
タ
ー
ト
し
た
な
ら
し
の
第
九
合
唱
団
の

「第
九
演
奏
会
」
は

２
０
２
２
年
１２
月
に
第
４４
回
を
迎
え
ま
し
た
。
で
は
記
念
行
事
の

演
目
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
昭
和
５３
年
１２
月

記
念
式
典
／

Ｎ
Ｈ
Ｋ

公
開
番
組

「青

少
年
の
た
め
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
コ
ン
サ
ー

ト
」
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

指
揮

。
手
塚
幸
紀
　
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン
・
広
野
嗣
雄
／
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

「第
九

交
響
曲
演
奏
会
」
習
志
野
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団
　
指
揮

・
伴
有
雄
　
〈
Ｈ
　
●
昭
和
５４
年
１
月

唱

。
な
ら
し

の
第
九
合
唱
団

＝
四
Ｈ
後
、

く

１
９
７
８

（昭
和
５３
）
年
１２
月
１
日
付
の

『広
報
習
志
野
』。
市
民

の
夢
だ
っ
た
文
化
ホ
ー
ル
実
現
の
わ
く
わ
く
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

能
祭
　
習
志
野
市
文
化
協
会
、
町
会
な

ど

に
よ

る

お
囃

子
、

民

謡

な

ど
／

Ｎ
Ｔ
Ｖ

公
開
番
組

「そ
れ
は
秘
密
で
す
」

／
習
志
野
市
老
人
演
芸
大
会
／
二
葉
百

合
ｒ
シ
ョ
１
／
民
舞
発
表
会
／
演
劇

「夕

鶴
」
劇
団
ぐ
る
う
ぷ
団
／
新
春
コ
ン
サ
ー

ト

「ダ
ー
ク
ダ

ツ
ク
ス
を
迎
え
て
」
／

成
人
の
Ｈ

。
成
人
式
と
記
念
講
演
　
講

演

・
野
間
宏
／
市
民
音
楽
祭
　
習
志
野

市
音
楽
連
盟
１６
団
体
／

Ｔ
Ｂ
Ｓ
公
開
番

組

「家
族
そ
ろ
っ
て
歌
合
戦
」
／
シ
ュ
ト

ウ
ッ
ト
ガ
ル
ト

・
バ
ッ
ハ
合
唱
団

。
管
弦

楽
団
演
奏
会
　
指
揮

。
ヘ
ル
ム
ー
ト

・
リ

リ
ン
ク
　
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
・
ゲ
ル
ハ
ル

ト

・
マ
イ
ヤ
１
／
フ
ジ

Ｔ
Ｖ

公
開
番
組

「君
こ
そ
ス
タ
ー
だ
―
」
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
大
会
／
婦
人
団
体
新
春
の
つ

ど
い
／
市
民
民
謡
祭
／
さ
だ
ま
さ
し

コ

ン
サ
ー
ト
／
小

。
中

。
高
校
音
楽
祭
／

な
ら
し
の
市
民
寄
席
　
円
生
　
円
楽

円
弥
／

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
特
別
演
奏
会

指
揮

・
尾
高
忠
明
　
ピ
ア
ノ

・
深
沢

亮
子

同
メ
ン
バ
ー
で
特
別
追
加
演
奏
会
／
よ

い
子
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
習
志
野

少
年
少
女
合
唱
団
お
よ
び
八
千
代
、
千

葉
、
市
川
、
松
戸
５
市
６
団
体
に
よ
る

児
童
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
。ハ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
・
福
山
藍
ｒ
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響きわたるが喀カ ルがンの調べ

習志野文化ホールしヽよいよ21ロォープン

習志野市文 教住 宅都市懸革


